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０６
人
勧
に
む
け
て
愛
知
県
人
事

地地方方公公務務員員のの賃賃金金
決決定定制制度度見見直直しし求求めめ

「
今
年
２
月
に
最
賃
生
活
体

験
を
し
た
が
、
時
給
６
８
８
円

で
は
暮
ら
せ
な
い
。
友
人
と
の

つ
き
あ
い
も
で
き
ず
人
間
ら
し

い
生
活
は
で
き
な
い
。
愛
知
労

働
局
は
最
賃
引
き
上
げ
て
！
」

と
座
り
込
み
参
加
の
青
年
組
合

員
が
訴
え
ま
し
た
。

愛
労
連
は
「
愛
知
の
最
低
賃

金
を
時
給
１
０
０
０
円
以
上
に

引
き
上
げ
を
」
求
め
て
朝
８
時

か
ら
夜
７
時
２８
分
ま
で
の
６
８

８
分
の
ハ
ン
ス
ト
を
６
月
２１

日
、
愛
知
労
働
局
前
に
座
り
込

み
１０
人
の
通
し
参
加
者
と
支
援

の
仲
間
含
め
約
５０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
こ
の
行
動
に
は
自
治

労
連
愛
知
県
本
部
の
長
坂
圭
造

書
記
長
を
は
じ
め
、
名
古
屋
市

職
労
の
伊
藤
千
恵
さ
ん
も
通
し

参
加
し
ま
し
た
。

他
に
全
国
一
般
労
組
や
愛
知
国

公
、
愛
労
連
青
年
協
な
ど
の
仲

間
も
参
加
し
ま
し
た
。

現
在
、
愛
知
の
最
低
賃
金
は

６
８
８
円
。
同
じ
Ａ
ラ
ン
ク
の

大
阪
が
７
０
２
円
と
２０
円
も
の

開
き
が
あ
り
ま
す
。
主
要
な
経

済
指
標
を
み
て
も
愛
知
は
大
阪

を
上
回
っ
て
い
る
の
に
、
格
差

を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
こ
と

は
許
せ
ま
せ
ん
。
時
給
６
８
８

円
で
は
、
盆
も
正
月
も
な
く
一

年
５２
週
間
、
労
働
基
準
法
の
上

限
・
週
４０
時
間
働
い
て
も
年
収

は
１
４
３
万
円
。
生
活
保
護
水

準
を
下
回
る
最
低
賃
金
は
、
最

賃
法
の
目
的
�
健
康
で
文
化
的

な
生
活
を
営
む
に
ふ
さ
わ
し
い

賃
金
水
準
に
反
す
る
も
の
で

す
。
愛
知
の
最
低
賃
金
審
議
会

は
、
少
な
く
と
も
時
給
１
０
０

０
円
、
あ
る
い
は
格
差
解
消
に

む
け
た
引
き
上
げ
策
を
行
う
べ

き
で
す
。７
月
の
最
賃
審
議
会
、

８
月
の
答
申
に
む
け
て
熱
い
と

り
く
み
が
続
き
ま
す
。

委
員
会
へ
要
請
行
動

１００人以下の民間企業調査は取り入れない
でと県本部・愛労連が要請

６
月
１９
日
自
治
労
連
県
本
部

は
愛
労
連
と
と
も
に
、
愛
知
県

人
事
委
員
会
に
対
し
「
０６
年
人

事
委
員
会
勧
告
及
び
、『
地
方

公
務
員
の
賃
金
決
定
制
度
』
の

見
直
し
に
あ
た
っ
て
の
要
請

書
」を
も
と
に
要
請
し
ま
し
た
。

県
人
事
委
員
会
か
ら
「
県
の
職

員
の
勤
務
条
件
に
関
わ
る
勧
告

を
行
う
。
他
の
地
方
公
共
団
体

に
も
少
な
か
ら
ず
影
響
を
与
え

る
こ
と
か
ら
、
み
な
さ
ん
の
要

請
を
受
け
た
。
先
週
ま
で
に
民

間
実
態
調
査
を
終
了
し
た
。
人

事
院
が
１
０
０
人
以
下
の
企
業

規
模
の
サ
ン
プ
ル
を
使
う
か
ど

う
か
は
、
６
月
末
頃
に
わ
か
る

の
で
は
な
い
か
。
県
の
調
査
で

は
、
１
０
０
人
以
下
は
分
社
化

の
傾
向
が
広
が
っ
て
い
る
と
感

じ
る
。『
部
下
条
件
』
な
ど
役

職
で
の
比
較
は
難
し
く
、
制
度

が
な
い
民
間
も
あ
る
。
一
般
職

で
は
、
初
任
給
レ
ベ
ル
で
は
水

準
は
変
わ
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
」
と
答
え
、
ま
た
、
給
与
制

度
改
革
に
関
わ
っ
て
「
国
は
給

与
総
額
を
変
え
ず
配
分
の
問

題
。
県
は
水
準
に
つ
い
て
、
地

域
手
当
で
対
応
。
ま
た
、
地
域

手
当
の
一
律
支
給
問
題
で
は
、

人
事
院
は
何
も
言
わ
な
い
が
、

総
務
省
が
難
し
い
。
県
と
し
て

は
、
昨
年
勧
告
で
示
し
た
よ
う

に
、
引
き
続
き
検
討
し
た
い
。

査
定
昇
給
に
つ
い
て
は
、
国
は

ま
だ
新
し
い
評
価
制
度
を
示
し

て
い
な
い
が
、
県
と
し
て
は
、

基
本
的
に
は
労
使
間
の
協
議
と

考
え
て
い
る
。規
則
改
正
で
も
、

新
た
な
制
度
を
つ
く
っ
て
も
よ

い
し
、
現
行
の
ま
ま
で
行
っ
て

も
よ
い
と
し
て
あ
り
、
現
時
点

で
は
労
使
の
話
し
合
い
を
静
観

し
て
い
る
」
と
し
、「
休
憩
・

休
息
」
問
題
で
は
、「
国
が
昨

年
、『
休
息
』
を
民
間
調
査
し

た
ら
ほ
と
ん
ど
な
く
、今
回『
見

直
す
』
こ
と
と
な
っ
た
と
聞
い

て
い
る
。
人
事
委
員
会
と
し
て

は
、
労
使
の
協
議
を
見
守
り
た

い
と
考
え
て
い
る
」
な
ど
と
回

答
し
ま
し
た
。

０６夏季闘争
生活できる賃金を求めて座り込む青年組合員

長
坂
圭
造
書
記
長
（
中
央
）
伊
藤

千
恵
さ
ん
（
左
端
）
も
６
８
８
分

の
ハ
ン
ス
ト
を
や
り
き
り
ま
し
た

６
月
１１
日
、
名
古
屋
市
女
性
会
館
で
「
子
ど
も
の
心
と

体
・
食
育
を
考
え
る
」
行
政
と
市
民
ネ
ッ
ト
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
、
約
４０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
３
人

の
行
政
担
当
者
か
ら
「
食

育
」
に
関
わ
る
報
告
が
さ
れ

ま
し
た
。
最
初
に
、
農
林
水

産
省
の
熊
代
さ
ん
が
、
食
育

基
本
法
と
食
育
推
進
基
本
計

画
の
概
要
を
説
明
。「
食
育

基
本
法
は
、
平
成

１７
年
７
月
１５
日
に

施
行
。
食
を
め
ぐ

る
現
状
と
課
題
と

し
て
、
�
栄
養
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て

い
る
。
昭
和
５５
年

頃
は
、
バ
ラ
ン
ス

が
良
か
っ
た
が
、

今
、
肉
や
油
脂
類

が
増
え
、
脂
質
が

過
剰
に
な
っ
て
い

る
。
�
個
食
と
弧

食
が
増
え
て
い

る
。
�
食
の
外
食

化
・
簡
便
化
の
進

展
。
中
食
（
調
理
し
た
食
品

を
買
っ
て
き
て
食
べ
る
。

ち
ょ
っ
と
暖
め
る
だ
け
と
か

も
）
や
レ
ト
ル
ト
食
品
が
増

加
。
輸
入
品
が
多
く
な
っ
て

い
る
。
�
食
習
慣
の
乱
れ
。

朝
食
欠
食
率
が
増
加
。
食
の

乱
れ
が
、
４０
才
過
ぎ
に
症
状

と
し
て
表
れ
る
。
�
自
給
率

が
低
い
の
に
、（
４０

％
）
食
べ
残
し
が

多
い
。
な
ど
、
問

題
点
を
指
摘
し
、

だ
か
ら
、
食
育
が

重
要
に
な
っ
て
い

る
」
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は

「
地
産
地
消
の
推

進
の
方
策
」（
西

尾
）「
市
町
村
合

併
に
伴
う
単
独
校

（
園
）
方
式
か
ら

セ
ン
タ
ー
化
へ
」

（
自
治
労
連
）「
行

政
側
の
報
告
で
現
場
で
調
理

し
て
い
る
人
た
ち
の
位
置
づ

け
が
希
薄
」（
犬
山
）
な
ど

の
発
言
が
さ
れ
ま
し
た
。
最

後
に
、
準
備
会
か
ら
、
�
県

下
各
地
域
で
懇
談
会
（
フ
ォ

ー
ラ
ム
）
の
開
催
を
、
�
準

備
会
の
会
員
を
広
げ
よ
う
、

等
の
呼
び
か
け
が
さ
れ
ま
し

た
。
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県内各地域でもフォーラム開催を呼びかけ
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６
月
１２
日
（
日
）
労
働
会
館

で
、
第
９
回
愛
知
に
働
く
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
・
介
護
労
働
者
の

つ
ど
い
を
７０
人
の
参
加
で
開
催

し
ま
し
た
。
記
念
講
演
は
佛
教

大
学
の
植
田
章
先
生
で
、「
介

護
保
険
制
度
が
大
き
く
改
悪
さ

れ
た
が
、
利
用
者
の
生
活
実
態

と
介
護
保
険
制
度
の
具
体
的
な

関
わ
り
を
直
接
知
る
立
場
に
あ

る
私
た
ち
の
役
割
は
重
大
。
介

護
保
険
制
度
に
な
っ
て
、『
生

活
ニ
ー
ズ
』
が
知
ら
な
い
う
ち

に
保
険
に
よ
っ
て
ど
れ
だ
け
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
る
の
か
と
い
う

認
識
に
な
っ
て
き
て
い
る
。『
人

権
保
障
の
水
準
』
を
維
持
す
る

こ
と
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
」。
ま
た
、「
ヘ
ル
パ

ー
が
経
済
的
に
も
自
立
で
き
る

職
業
に
し
て
い
く
取
り
組
み
を

す
す
め
て
い
く
た
め
に
も
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
だ
け
で
な

く
、
労
働
者
と
い
う
自
覚
も

持
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
」
と

話
し
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
介
護
現
場
の

様
々
な
実
態
や
介
護
従
事
者
と

し
て
学
ぶ
、「
予
防
と
自
立
に

む
け
て
の
援
助
」、
制
度
が
か

わ
っ
て
問
題
が
ど
う
表
わ
れ
て

い
る
か
な
ど
を
も
と
に
、「
働

き
続
け
る
た
め
に
」、
心
の
病
、

心
の
健
康
と
し
て
関
心
の
高

い
、「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
つ

い
て
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
分
科

会
で
交
流
学
習
を
深
め
ま
し

た
。

両
手
の
親
指
で
足
の
裏
を

押
す
と
、
固
く
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
こ
こ
に
対
応
す
る
体
の

部
分
が
疲
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
意
味
し
、
足
裏
を
刺

激
す
れ
ば
本
格
的
な
不
調
を

感
じ
る
前
に
解
消
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
パ
ソ
コ
ン
や

読
書
に
よ
る

疲
れ
目
、
か

す
み
目
に
対

応
す
る
ツ
ボ

は
、
足
裏
の

人
さ
し
指
と

中
指
の
付
け

根
か
ら
中
ほ
ど
に
か
け
た
ゾ

ー
ン
に
あ
り
ま
す
。
左
目
は

左
足
裏
、
右
目
は
右
足
裏
で

す
。足

裏
の
ツ
ボ
へ
の
刺
激
の

基
本
は
、
ま
ず
両
手
を
す
り

あ
わ
せ
手
を
温
め
る
こ
と
で

す
。
そ
れ
か
ら
親
指
の
腹
を

使
っ
て
、「
一
、二
、三
」
と
数

え
な
が
ら
力
を
入
れ
て
足
裏

を
押
し
、
息
を
吸
う
と
き
に

静
か
に
力
を
ゆ
る
め
ま
す
。

初
め
は
足
裏
全
体
を
刺
激

し
、
固
い
と
こ
ろ
や
痛
み
を

感
じ
る
と
こ
ろ
を
重
点
的
に

押
し
ま
す
。
一
〜
二
分
間
押

し
て
は
、
も
む
と
い
う
動
作

を
繰
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

風
呂
の
中
や
風
呂
上
が
り
に

行
う
と
、一
層
効
果
的
で
す
。

押
し
方
や
も
み
方
に
つ
い

て
は
あ
ま
り
む
ず
か
し
く
考

え
ず
、
足
裏
全
体
を
も
み
ほ

ぐ
す
と
い
う
気
持
ち
で
や
っ

て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ
だ
け

で
、
健
康
維
持
と
諸
症
状
改

善
、
体
の
活
性
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。

一
日
一
回
を
目
安
に
、
何

よ
り
も
気
長
に
続
け
る
こ
と

が
大
切
。
手
の
指
で
な
く
て

も
、
足
踏
み
竹
や
市
販
の
足

裏
刺
激
グ
ッ
ズ
で
も
結
構
で

す
。

ツボの話

体
に
よ
い
足
裏
へ
の
刺
激

介護に従事する労働者の役割を学ぶ
つどい参加者
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第
１３
回
自
治
労
連
愛
知
県
本

部
囲
碁
将
棋
大
会
が
６
月
１７
日

自
治
労
連
愛
知
県
本
部
で
開
か

れ
名
古
屋
・
名
水
労
な
ど
２９
人

が
出
場
。
昨
年
を
う
わ
ま
わ
る

参
加
者
で
長
時
間
に
わ
た
る
た

た
か
い
と
な
り
ま
し
た
。
Ａ
の

部
（
有
段
）、
Ｂ
の
部
（
級
）

に
分
か
れ
て
対
戦
し
、
東
海
北

信
ブ
ロ
ッ
ク
出
場
権
は
Ａ
の
部

上
位
三
位
ま
で
の
入
賞
者
。
会

場
内
は
緊
張
感
あ
る
熱
戦
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
今
年
は

囲
碁
・
加
藤
祐
輝
５
段
と
将
棋
・

中
山
則
男
５
段
の
プ
ロ
棋
士
を

お
招
き
し
て
指
導
対
局
も
行

い
、
参
加
者
か
ら
「
プ
ロ
の
指

導
を
う
け
て
の
実
践
は
と
て
も

勉
強
に
な
っ
た
」
な
ど
好
評
で

し
た
。
囲
碁
Ａ
の
部
の
代
表
三

人
は
全
国
大
会
出
場
が
決
定

し
、
将
棋
Ａ
の
部
の
代
表
三
人

は
７
月
１
日
の
東
海
北
信
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
に
全
国
大
会
出
場

を
か
け
て
奮
闘
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
全
国
大
会
は
７
月

７
日
〜
８
日
に
神
奈
川
県
湯
河

原
町
「
杉
の
宿
」
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

囲
碁
Ａ
の
部
（
敬
称
略
）

優
勝

野
間

章
（
名
古
屋
市

職
労
）
二
位

杉
山

満
（
名

水
労
）三
位

袖
岡

正
典（
名

古
屋
市
職
労
）

将
棋
Ａ
の
部
（
敬
称
略
）

優
勝

竹
河
伊
知
郎
（
名
古
屋

市
職
労
）二
位

安
富

徹（
名

古
屋
市
職
労
）
三
位

広
田
英

也
（
名
古
屋
市
職
労
）

加藤祐輝・囲碁５段（手前左）との指
導対局に真剣な参加者

囲碁Ａの部、入賞者の皆さん

将棋Ａの部、入賞者の皆さん

左
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
と

き
、解
答
お
よ
び
名
前
・
単
組

名
・
職
場
を
は
が
き
に
書
い

て
左
記
ま
で
送
っ
て
く
だ
さ

い
。
抽
選
で
１０
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
贈
呈
し
ま
す
。

〒
４
６
２－

０
８
４
５

名
古
屋
市
北
区
柳
原
三
丁

目
７－

８

自
治
労
連
愛
知

県
本
部
教
宣
部
行
。
締
め
切

り
は
７
月
３１
日
必
着
。
は
が

き
に
か
な
ら
ず
近
況
・
職
場

で
の
話
題
、
今
号
の
「
あ
い

ち
の
仲
間
」
の
感
想
等
を
書

い
て
下
さ
い
。

９
２
０
号
の
答
え
は
「
ワ
カ

バ
ガ
カ
オ
ル
」
で
し
た
。
２２
人

の
応
募
が
あ
り
、
全
員
が
正
解

で
し
た
。
以
下
の
方
に
図
書
カ

ー
ド
を
送
り
ま
す
。

森

加
代
子
（
名
古
屋
市
職
労
）

伊
藤

友
伸
（
豊
橋
市
職
労
）

鈴
木

雅
喜
（
瀬
戸
市
職
労
）

西
川

琴
美
（
学

事

労
）

林

幸
子
（
西

尾

市

職
）

北
川

吉
男
（
名

水

労
）

今
村

知
美
（
長
久
手
町
職
労
）

田
村

嘉
章
（
豊
橋
市
職
労
）

川
合

文
子
（
名
古
屋
市
職
労
）

渡
部
か
な
江
（
名
古
屋
市
職
労
）

◆
ボ
ー
ナ
ス
楽
し
み
で
す
が
、

景
気
回
復
で
こ
づ
か
い
ア
ッ
プ

し
て
ほ
し
い（
平
野
雅
継
・
名
古

屋
市
職
労
）
◆
脳
を
鍛
え
る
テ

レ
ビ
番
組
や
ゲ
ー
ム
が
流
行
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
も
脳
の
活
性
化

？（
田
村
嘉
章
・
豊
橋
市
職
労
）

ク
イ
ズ
の

職職
場場
のの
声声

当当
選選
者者
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鍼
灸
師

伊
藤
直
子


